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３月10日、大内地域の長坂稲荷神社で「梵天ま
つり」が行われました。自分たちの梵天を奉納
しようと社殿で激しくもみ合う様子から別名「け
んか梵天」とも呼ばれ、若者たちの勇ましい姿
を一目見ようと多くの来場者が詰め寄せました。
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平成31年度主な主要事業と一般会計・各特別会計予算の概要

人事給与システム改修事業
東由利総合支所庁舎改修事業
地籍調査事業
ふるさとさくら基金事業
由利高原鉄道運営補助事業
生活バス路線等維持事業
コミュニティバス運行事業
地域づくり推進事業
参議院議員通常選挙費
県議会議員一般選挙費
福祉医療費支給事業
介護給付・施設訓練等給付事業
障がい者医療費
地域生活支援事業
生活保護費
鶴舞会館大規模改修事業
放課後児童対策事業
一時預かり事業（一般型、幼稚園型）
施設型給付事業（民間保育所・認定こども園・幼稚園）
児童手当給付事業
児童扶養手当給付事業
子育て支援金支給事業
「（仮称）由利本荘市いきいきこどもプラザ」整備事業
（仮称）西目こども園整備事業
広域分担金（老人福祉事務費）
広域分担金（介護保険費）
地域密着型サービス介護福祉施設整備事業
食の自立支援事業
地域包括支援センター事務費
ごみ減量化推進事業
新ごみ処理施設整備事業
東由利一般廃棄物最終処分場閉鎖事業
本荘清掃センター運転管理業務委託事業
病院群輪番制病院運営事業
由利組合総合病院運営費補助事業
母子保健事業
住民検診事業
感染症等予防対策事業
勤労者金融対策事業
農業夢プラン事業
農業次世代人材投資事業
新規就農者経営開始支援事業
機構集積協力金交付事業
元気な中山間農業応援事業
由利本荘市しいたけ生産拡大支援事業
畜産・酪農収益力強化総合対策基金等事業
県営農村地域防災減災事業
多面的機能支払交付金事業
中山間地域等直接支払交付金事業
民有林造林促進事業
水と緑の森づくり税事業
水産物供給基盤機能保全事業
中小企業融資あっせん事業
由利本荘市商工会運営費補助事業
由利本荘市観光協会補助事業
道の駅「岩城」関連施設整備事業
休養宿泊施設「鳥海荘」大規模改修事業
橋梁長寿命化修繕
橋梁点検・長寿命化修繕計画
除雪機械購入
祓川線
猿倉花立線
芦ヶ渕線

22 , 000  
41 , 893  
82 , 861  
82 , 725  
99 , 810  
112 , 792  
114 , 233  
26 , 819  
49 , 699  
27 , 324  
698 , 505  

1 , 5 63 , 872  
99 , 584  
102 , 134  

1 , 1 06 , 281  
167 , 400  
92 , 290  
46 , 078  

2 , 5 76 , 644  
1 , 0 11 , 669  
375 , 328  
25 , 916  
341 , 126  
500 , 000  
70 , 002  

1 , 3 51 , 426  
264 , 630  
20 , 700  
36 , 317  
60 , 688  
79 , 006  
23 , 000  
69 , 483  
20 , 038  
20 , 000  
58 , 842  
32 , 358  
132 , 585  
50 , 000  
58 , 611  
28 , 950  
33 , 805  
20 , 388  
79 , 933  
156 , 583  
229 , 790  
21 , 130  
419 , 148  
481 , 071  
20 , 000  
20 , 493  
78 , 266  
34 , 025  
30 , 000  
20 , 300  
22 , 200  
73 , 863  
176 , 000  
29 , 000  
26 , 050  
25 , 000  
20 , 000  
178 , 000  

31 , 500  
100 , 000  
444 , 770  

1 , 0 94 , 469  
30 , 000  
38 , 854  
40 , 076  
102 , 500  
81 , 213  
98 , 000  
47 , 068  
455 , 418  
123 , 600  
62 , 000  
48 , 237  
64 , 442  
51 , 354  
132 , 148  
22 , 065  
171 , 025  
40 , 500  
114 , 000  
131 , 389  
60 , 000  
246 , 166  
580 , 991  
68 , 200  
70 , 690  
243 , 420  
23 , 523  
27 , 269  
25 , 660  
141 , 724  
53 , 009  
290 , 539  
741 , 026  
79 , 552  
22 , 110  
98 , 274  
165 , 286  
32 , 934  

田尻石脇線
道路維持事業費
由利本荘総合防災公園整備事業
羽後本荘駅周辺整備事業
停車場栄町整備事業
公営住宅改修事業
住宅リフォーム資金助成事業
同報系防災行政無線子局増設事業
消防防災施設整備事業
消防水利整備事業
非常備消防機械器具等整備事業
北部学校給食センター建設事業
学校空調設備整備事業
旧北内越小学校解体事業
児童・生徒就学援助事業
児童・生徒学校生活サポート事業
ＡＬＴ招致事業
スクールバス運行事業
木のおもちゃ美術館管理運営費
文化交流館管理運営費
本荘由利総合運動公園陸上競技場公認更新整備事業
サンスポーツランド岩城野球場大規模改修事業
由利本荘アリーナ管理運営費
拠点間ネットワーク伝送設備更新事業
診療所運営事業
公共下水道事業（本荘処理区）
特定環境保全公共下水道事業（前郷処理区）
特定環境保全公共下水道事業（岩谷処理区）
老方舘合地区農業集落排水事業
新沢大橋添架下水道管布設事業
国道108号（矢ノ本工区）道路改良に係る下水道管移設事業
矢島スキー場施設・索道整備修繕事業
道路改良工事に伴う配水管布設替工事
下水道工事に伴う配水管布設替工事
老朽管更新工事
鳥海ダム利水計画整備事業
道路改良工事に係るガス管敷設替工事
下水道工事に伴うガス管移設工事
ガス経年管更新事業
旧ガス事業所解体事業
１３Ａガス製造所更新工事

43 , 680 , 000  

8 , 8 00 , 983  
813 , 924  
246 , 166  
11 , 410  
466 , 385  
58 , 214  
43 , 144  

3 , 0 44 , 140  
2 , 2 14 , 449  
79 , 673  
2 , 1 30  
16  
917  

4 , 7 77 , 011  
1 , 7 40 , 610  

一般会計

国民健康保険
後期高齢者医療
診療所運営
休日応急診療所運営
情報センター
奨学資金
介護サービス事業
下水道事業
集落排水事業
スキー場運営
小友財産区
北内越財産区
松ヶ崎財産区

水道事業
ガス事業

一般会計・各特別会計予算
（千円）

事　　業　　名 事業費（千円） 事　　業　　名 事業費（千円）
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「
新
教
育
委
員
会
制
度
」
が
施
行
さ

れ
、
今
年
で
５
年
目
に
入
り
ま
す
。

　
「
ふ
る
さ
と
愛
に
満
ち
、
創
造
性
あ

ふ
れ
る
人
づ
く
り
」
を
基
本
方
針
に
据

え
、
平
成
27
年
に
策
定
し
た
本
市
の
教

育
大
綱
も
節
目
の
年
を
迎
え
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
平
成
31
年
度
は
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き

た
教
育
施
策
の
成
果
に
立
脚
し
、
平
成

32
年
度
か
ら
５
カ
年
の
「
教
育
の
振
興

に
関
す
る
施
策
の
大
綱
」
や
「
第
四
次

生
涯
学
習
推
進
・
社
会
教
育
中
期
計
画
」

の
策
定
な
ど
、
こ
れ
か
ら
の
教
育
環
境

に
対
応
し
得
る
新
た
な
教
育
活
動
指
針

の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
特
に
市
長
と
の
「
総
合
教
育
会
議
」

を
通
し
て
、
現
状
や
課
題
の
ほ
か
、
こ

れ
か
ら
あ
る
べ
き
方
向
性
を
共
有
し
合

い
な
が
ら
分
析
・
評
価
を
行
い
、
新
た

な
大
綱
の
策
定
に
生
か
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

 

進
取
の
気
性
を
育
む

 

学
校
教
育
の
推
進

　
学
校
教
育
に
つ
い
て
は
「
人
間
性
豊

か
で
進
取
の
気
性
に
富
む
、
た
く
ま
し

い
子
ど
も
の
育
成
」
を
目
標
に
掲
げ
、

約
５
１
０
０
人
の
児
童
生
徒
の
「
豊
か

な
心
と
感
性
の
醸
成
」
と
「
確
か
な
学

力
の
形
成
」
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
平
成
31
年
度
は
「
道
徳
の
教
科
化
」

や
「
小
学
校
外
国
語
の
教
科
化
」
な
ど
、

学
習
指
導
要
領
改
訂
に
伴
っ
た
先
行
実

施
を
よ
り
一
層
推
進
し
、
知
・
徳
・
体

の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た
生
き
る
力
を
育

み
「
主
体
的
、
対
話
的
で
深
い
学
び
」

の
視
点
か
ら
の
授
業
改
善
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
言
語
活
動
や
理
数
教
育
な

ど
の
さ
ら
な
る
充
実
、
ふ
る
さ
と
・
キ

ャ
リ
ア
教
育
を
機
軸
と
し
、
新
た
な
時

代
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
教
育
に
努
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
特
に
英
語
教
育
の
充
実
を
図
る
た
め

に
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
増
員
し
、
児
童
生
徒
が
生

き
た
英
語
に
接
す
る
時
間
を
多
く
持
て

る
よ
う
進
め
て
い
き
ま
す
。

 

地
域
力
を
生
か
し
た

 

学
校
づ
く
り
と
学
校
力
を

 

生
か
し
た
地
域
づ
く
り

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル（
Ｃ
Ｓ
）

の
推
進
に
つ
い
て
は
「
全
小
・
中
学
校

Ｃ
Ｓ
の
ま
ち
」
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
「
地
域
力
を
生
か
し
た
学
校
支

援
」
「
学
校
力
を
生
か
し
た
地
域
づ
く

り
」
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
そ
し
て
、
平
成
27
年
度
に
大
阪
府
箕

面
市
と
締
結
し
た
「
教
育
協
定
」
に
基

づ
い
て
、
中
学
生
の
英
語
活
動
や
生
徒

会
活
動
の
交
流
を
よ
り
一
層
促
進
し
て

い
き
ま
す
。
併
せ
て
、
市
内
中
学
校
の

生
徒
会
役
員
が
一
堂
に
会
し
て
自
分
た

ち
の
身
の
回
り
の
課
題
に
つ
い
て
話
し

合
う
「
中
学
生
会
議
」
を
、
市
民
生
活

や
地
域
に
関
わ
る
課
題
に
つ
い
て
も
話

し
合
っ
て
い
く
よ
う
に
す
る
な
ど
、
発

展
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
海
外
と
の
交
流
活
動
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
・
ヴ
ァ
ー
ツ

市
の
生
徒
と
の
交
流
に
加
え
て
、
31
年

度
は
新
た
に
タ
イ
王
国
の
生
徒
と
の
交

流
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

の
交
流
を
通
し
て
さ
ら
に
友
好
を
深
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
今
後
も
体
験
型
の
科
学
・
理

数
教
育
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
併
せ
て
「
読
書
活
動
」
の
充
実
に
向

け
、
家
庭
・
地
域
・
図
書
館
・
学
校
が

よ
り
一
層
連
携
を
深
め
、
相
互
の
協
力

を
図
り
な
が
ら
読
書
活
動
の
推
進
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

　
生
徒
指
導
に
つ
い
て
は
、
教
育
委
員

会
事
務
局
の
指
導
体
制
を
よ
り
強
化
し
、

教
職
員
が
子
ど
も
を
確
か
に
見
る
観
察

眼
を
持
っ
て
子
ど
も
に
寄
り
添
い
、
教

え
、
導
く
教
師
と
し
て
の
姿
勢
を
堅
持

し
な
が
ら
「
い
じ
め
を
決
し
て
許
さ
な

い
」
と
い
う
毅
然
と
し
た
態
度
で
臨
み
、

子
ど
も
の
個
性
を
最
大
限
に
伸
ば
す
教

育
活
動
を
進
め
る
よ
う
指
導
し
て
い
き

ま
す
。

　
ま
た
、
小
・
中
学
校
の
適
正
な
就
学

支
援
や
相
談
活
動
な
ど
の
充
実
を
図
る

た
め
、
学
校
間
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を

配
置
す
る
と
と
も
に
、
学
校
生
活
サ
ポ

ー
ト
を
増
員
し
、
関
係
各
課
と
の
連
携

を
深
め
て
い
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
学
校
健
診
で
は
、
脊
柱
側
弯

症
の
早
期
発
見
の
た
め
、
市
内
全
て
の

中
学
校
２
年
生
を
対
象
に
モ
ア
レ
検
査

を
実
施
す
る
ほ
か
、
耳
鼻
科
や
眼
科
検

診
の
充
実
も
図
っ
て
い
き
ま
す
。

 
教
育
施
設
な
ど
の
整
備
と
充
実

　
教
育
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
全

体
的
に
老
朽
化
の
進
ん
で
い
る
新
山
小

学
校
の
改
築
事
業
に
着
手
し
ま
す
。
完

成
ま
で
６
年
ほ
ど
を
要
す
る
工
事
と
な

り
ま
す
が
、
31
年
度
は
校
舎
配
置
な
ど

を
含
め
た
基
本
設
計
に
着
手
し
ま
す
。

　
ま
た
、
「
本
荘
北
中
学
校
の
大
規
模

改
修
事
業
」
に
向
け
た
実
施
設
計
を
行

い
、
32
年
度
の
工
事
着
手
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
建
築
し
て
40
年
以
上

経
過
し
、
老
朽
化
が
見
ら
れ
る
学
校
が

あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
改
築
や
改
修
に

つ
い
て
具
体
的
な
方
針
や
計
画
を
定
め
、

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
小
・
中
学
校
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
に

つ
い
て
は
、
小
学
校
10
校
の
「
普
通
教

室
」
へ
の
設
置
工
事
に
着
手
し
ま
す
。

　
「
北
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
事

業
」
に
つ
い
て
は
、
現
地
で
の
本
格
的

な
工
事
に
着
手
し
、
平
成
32
年
６
月
の

完
成
を
目
指
し
て
事
業
を
進
め
て
い
き

ま
す
。
併
せ
て
運
営
面
に
つ
い
て
も
準

備
を
進
め
、
平
成
32
年
の
夏
季
休
業
終

了
と
同
時
に
、
対
象
と
な
る
小
・
中
学

校
８
校
に
ス
ム
ー
ズ
に
給
食
を
提
供
で

き
る
よ
う
綿
密
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
給
食
費
に
つ
い
て
も
市
内
全

て
の
学
校
給
食
費
の
「
公
会
計
化
」
に

向
け
て
、
セ
ン
タ
ー
稼
働
の
32
年
を
目

標
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
本
荘
地
域
を
中
心
と
す
る
学
校
環
境

の
適
正
化
に
つ
い
て
は
「
基
本
計
画
」

を
策
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
中

で
も
石
沢
小
学
校
に
お
い
て
は
、
複
式

学
級
が
複
数
生
じ
る
平
成
33
年
４
月
を

目
標
に
、
近
接
校
で
あ
る
小
友
小
学
校

と
の
統
合
に
向
け
て
、
こ
の
４
月
か
ら

具
体
的
な
協
議
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
新
山
小
学
校
区
を
除
く
本
荘

地
域
の
小
学
校
の
「
学
区
再
編
」
に
つ

い
て
は
、
有
識
者
な
ど
に
よ
る
委
員
会

を
設
け
、
現
状
分
析
の
ほ
か
保
護
者
や

市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き

な
が
ら
慎
重
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

 

生
涯
学
習
の
推
進
と

 

地
域
活
動
の
活
性
化

　
生
涯
学
習
・
社
会
教
育
の
推
進
に
つ

い
て
は
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
「
郷
育
」
な

ど
に
よ
る
情
報
提
供
を
行
う
と
と
も
に
、

生
涯
学
習
奨
励
室
と
生
涯
学
習
奨
励
員

と
の
連
携
に
よ
る 

「
学
習
の
場
の
開

設
」
、
「
生
涯
学
習
創
作
展
・
発
表

会
」
な
ど
学
び
の
成
果
を
披
露
す
る
機

会
を
設
け
、
学
習
意
欲
を
喚
起
す
る
と

と
も
に
学
習
成
果
を
地
域
で
生
か
す
取

り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
「
放
課
後
子
ど
も
教
室
」
や

「
学
校
支
援
活
動
」
を
継
続
し
て
実
施

す
る
ほ
か
「
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

・
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
の
方
々

が
、
学
校
行
事
や
課
外
活
動
な
ど
の
場

で
活
動
す
る
機
会
を
拡
充
さ
せ
る
と
と

も
に
、
そ
の
活
動
の
広
報
・
周
知
に
も

努
め
て
い
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
自
学
形
式
に
よ
る
学
習
支

援
の
場
と
し
て
、
長
期
休
業
期
間
を
活

用
し
た
「
地
域
未
来
塾
学
ぶ
ん
ス
ペ
ー

ス
」
も
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

　
社
会
教
育
施
設
の
運
営
に
つ
い
て
は
、

公
民
館
の
機
能
充
実
に
努
め
、
各
年
代

に
適
し
た
講
座
や
教
室
の
開
設
、
環
境

・
防
災
に
関
す
る
学
習
な
ど
、
市
民
生

活
と
密
接
な
学
習
の
活
動
に
加
え
、
本

市
の
特
色
で
あ
る
「
鳥
海
山
・
飛
島
ジ

オ
パ
ー
ク
」
や
「
北
前
船
寄
港
地
」

「
伝
統
芸
能
」
に
関
わ
る
学
習
活
動
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　
木
造
の
佇
ま
い
が
美
し
い
国
登
録
有

形
文
化
財
で
あ
る
「
鳥
海
山
木
の
お
も

ち
ゃ
美
術
館
」
に
つ
い
て
は
、
引
き
続

き
多
く
の
方
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ

う
、
駐
車
場
の
拡
張
整
備
を
は
じ
め
、

隣
接
す
る
山
林
を
活
用
し
、
野
外
で
も

楽
し
め
る
「
（
仮
称
）
森
林
ふ
れ
あ
い

公
園
」
を
整
備
す
る
た
め
の
測
量
調
査

を
行
う
な
ど
、
施
設
の
充
実
と
木
育
活

動
の
推
進
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
図
書
館
の
専
門
性
や
知
識
を

生
か
し
、
中
央
図
書
館
を
中
核
と
し
て

各
地
域
の
図
書
館
・
公
民
館
図
書
室
と

学
校
図
書
館
が
相
互
に
緊
密
な
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
読
書
活
動
の
一
層
の
推

進
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

 

ス
ポ
ー
ツ
立
市
の
推
進

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て
は
「
ナ
イ

ス
ア
リ
ー
ナ
」
を
核
と
し
た
本
市
の
ス

ポ
ー
ツ
振
興
や
市
民
の
健
康
増
進
を
図

り
「
健
康
で
笑
顔
あ
ふ
れ
る
地
域
づ
く

り
」
を
目
指
し
、
障
が
い
を
持
つ
方
の

ス
ポ
ー
ツ
機
会
の
充
実
に
も
努
め
な
が

ら
「
躍
動
と
活
力
の
あ
る
ま
ち
」
「
市

民
が
主
役
の
ス
ポ
ー
ツ
立
市
」
の
推
進

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
つ
い
て
は
、

今
年
も
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
」
へ
の
積

極
的
な
参
加
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
や
各
競
技
団
体
と

連
携
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
活
動
の
普
及
と
定
着
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

　
競
技
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
つ
い
て
は
、

各
競
技
団
体
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

子
ど
も
た
ち
が
「
夢
」
を
も
っ
て
ス
ポ

ー
ツ
に
打
ち
込
め
る
よ
う
、
プ
ロ
選
手

や
ス
ポ
ー
ツ
振
興
大
使
な
ど
の
ト
ッ
プ

ア
ス
リ
ー
ト
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を

開
催
す
る
な
ど
、
指
導
者
育
成
と
併
せ
、

よ
り
一
層
の
競
技
力
の
向
上
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

　
今
年
６
月
に
は
「
秋
田
県
ス
ポ
ー
ツ

推
進
委
員
研
究
大
会
」
を
「
文
化
交
流

館
カ
ダ
ー
レ
」
と
「
ナ
イ
ス
ア
リ
ー

ナ
」
を
会
場
に
開
催
す
る
予
定
で
あ
り
、

講
演
会
や
実
技
研
修
会
な
ど
を
通
し
て

本
市
を
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も
に
、
全
県
各

地
の
取
り
組
み
を
本
市
の
ス
ポ
ー
ツ
振

興
に
生
か
し
て
い
き
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
拠
点
施
設
で
あ
る

「
ナ
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
」
で
は
、
５
月
に

「
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
シ
ニ
ア
オ
ー
プ
ン
ア

ジ
ア
大
会
」
と
な
る
「
ミ
ズ
ノ
お
も
て

な
し
カ
ッ
プ
ジ
ャ
パ
ン
」
が
開
催
さ
れ

る
予
定
に
な
っ
て
お
り
、
ア
ジ
ア
地
域

か
ら
の
選
手
の
参
加
も
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
で
は
「
Ｖ
リ
ー
グ
」

や
「
Ｆ
リ
ー
グ
」
、
「
Ｂ
リ
ー
グ
」
の

シ
ー
ズ
ン
ゲ
ー
ム
な
ど
が
開
催
さ
れ
る

予
定
で
あ
り
、
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
試
合
の

観
戦
を
通
し
て
ス
ポ
ー
ツ
の
醍
醐
味
と

感
動
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
伝
え
ら
れ
る

も
の
と
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
体
育
施
設
整
備
に
つ
い
て
は
「
本
荘

由
利
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
」
と

「
サ
ン
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
岩
城
野
球

場
」
の
改
修
な
ど
を
実
施
し
、
利
用
者

の
利
便
性
の
向
上
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

 

芸
術
文
化
の
振
興
と

 

文
化
財
保
護
活
動
の
推
進

　
芸
術
文
化
の
振
興
に
つ
い
て
は
「
芸

術
鑑
賞
教
室
」
や
劇
団
四
季
に
よ
る

「
こ
こ
ろ
の
劇
場
」
を
開
催
し
て
、
優

れ
た
舞
台
芸
術
に
触
れ
る
機
会
を
創
出

し
ま
す
。

　
ま
た
「
人
形
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

や
「
地
域
文
化
活
動
公
演
」
な
ど
、
市

民
が
主
体
と
な
る
事
業
に
も
積
極
的
に

取
り
組
み
、
市
民
の
活
動
意
欲
の
高
揚

を
図
り
な
が
ら
芸
術
文
化
の
振
興
に
努

め
ま
す
。

　
文
化
財
保
護
に
つ
い
て
は
、
天
鷺
村

に
所
在
す
る
市
指
定
有
形
文
化
財
「
遠

藤
家
住
宅
」
の
保
存
修
理
事
業
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
市
の
指
定
史
跡
「
由

利
仲
八
郎
政
春
終
焉
の
地
」
の
整
備
計

画
に
向
け
た
現
地
調
査
を
継
続
し
て
行

っ
て
い
き
ま
す
。

　
資
料
館
な
ど
に
つ
い
て
は
、
資
料
の

収
蔵
・
活
用
に
つ
い
て
見
直
し
を
行
い

な
が
ら
検
討
委
員
会
を
継
続
開
催
し
、

本
市
の
歴
史
文
化
拠
点
施
設
の
あ
り
方

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
併
せ
て
、
岩
城
「
お
田
の
方
」
の
甲

冑
公
開
と
資
料
館
で
の
「
企
画
展
」
を

継
続
し
な
が
ら
「
真
田
幸
村
」
に
関
し

て
ご
縁
を
い
た
だ
い
て
い
る
和
歌
山
県

九
度
山
町
と
の
絆
を
一
層
深
め
て
い
き

ま
す
。

　
民
俗
芸
能
を
中
心
と
す
る
無
形
民
俗

文
化
財
に
つ
い
て
も
「
民
俗
芸
能
大

会
」
の
開
催
や
民
俗
芸
能
伝
承
館
「
ま

い
ー
れ
」
を
拠
点
と
し
た
民
俗
芸
能
の

公
開
や
保
存
伝
承
、
活
動
団
体
の
支
援

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
各
分
野
の
文
化
活
動
を
充
実

さ
せ
る
た
め
、
「
芸
術
文
化
協
会
」
や

「
文
化
財
保
護
団
体
」
な
ど
各
種
団
体

が
行
う
市
民
活
動
の
支
援
を
行
い
な
が

ら
、
芸
術
文
化
、
文
化
財
保
護
活
動
の

盛
ん
な
「
文
化
の
香
り
高
い
、
ふ
る
さ

と
愛
に
満
ち
た
風
土
づ
く
り
」
に
一
層

努
め
て
い
き
ま
す
。

　
今
後
も
本
市
の
教
育
行
政
に
つ
い
て
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

教　育　方　針

“ふるさと愛に満ち、創造性あふれる人づくり”
佐々田教育長が「教育方針」を説明

　佐々田教育長は市議会定例会で「教育方針」を述べ、本年度の
教育行政の目標や方針を説明しました。要旨は次のとおりです。

き
　
ぜ
ん

し
ゅ
う
え
ん

地域を生かした学校づくりと学校力を
生かした地域づくり

来年６月完成予定の「北部学校給食センター」

市民が主役の「スポーツ立市」を推進

民俗芸能の保存伝承と支援
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長
谷
部

　誠 

市
長

阿
部
太
津
夫 

副
市
長

九
嶋

　敏
明 

副
市
長

佐
々
田
亨
三 

教
育
長

藤
原

　秀
一 

企
業
管
理
者

●
平
成
31
年
度 

由
利
本
荘
市
人
事
異
動
の
概
要
市
職
員
人
事〈
4
月
1
日
付
〉

◆
部
長
級

新 総務部長

小川 裕之
新 企画調整部長

三森　隆
市民生活部長

茂木 鉄也
新 健康福祉部長

池田 克子
新 農林水産部長

保科 政幸
新 商工観光部長

畑中　功
新 建設部長

須藤 浩和
新 まるごと営業部長

今野 政幸
矢島総合支所長

清水 隆司
新 岩城総合支所長

田口 民雄
由利総合支所長

齊藤 友治
新 大内総合支所長

堀川 鋼毅

新 西目総合支所長

齋藤 一昭
鳥海総合支所長

髙橋 進一
議会事務局長

鎌田 正廣
新 選挙管理委員会
事務局長

遠藤 正人

監査委員事務局長

大場ひろみ
新 農業委員会
事務局長

高橋 孝紀

教育委員会
教育次長

武田 公明

新 ガス水道局長

佐々木 肇
新 消防本部消防長

野口　元
総務部部長待遇
（本荘由利広域　　　
    市町村圏組合へ派遣）　

長谷川 聡

新 健康福祉部政策監
兼 福祉事務所長
兼 福祉支援課長

大井 法生

東由利総合支所長

佐藤 博敦

○
平
成
31
年
度
当
初
職
員
数
　
９
８
６
人
　

　（
行
政
職
７
９
８
人
、
消
防
職
１
８
８
人
）

　
前
年
同
期
比
22
人
減

　（
行
政
職
22
人
減
、　
消
防
職
増
減
な
し
）

○
異
動
対
象
者
数
　
３
８
６
人

　（
行
政
職
２
８
２
人
、
消
防
職
１
０
４
人
）

    

前
年
比
90
人
減

　（
行
政
職
１
０
１
人
減
、
消
防
職
11
人
増
）

○
退
職
者
数
　
早
期
退
職
者
を
含
め
41
人

　（
行
政
職
37
人
、
消
防
職
４
人
）

　
う
ち
部
長
級
13
人
（
行
政
職
12
人
）

○
新
採
用
職
員
数
　
29
人

　（
行
政
職
25
人
、　
消
防
職
４
人
）

　
前
年
比
11
人
増

　（
行
政
職
９
人
増
、　
消
防
職
２
人
増
）

○
再
任
用
職
員
数

　
採
用
24
人
（
行
政
職
22
人
、消
防
職
２
人
）

　
退
職
28
人
（
行
政
職
27
人
、消
防
職
１
人
）

異
動
の
規
模
な
ど

1

    

合
併
か
ら
15
年
目
を
迎
え
、
平
成
31
年
度

は
「
新
創
造
ビ
ジ
ョ
ン
」
前
期
計
画
最
終
年

度
で
あ
る
と
同
時
に
、
後
期
計
画
策
定
の
年

で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
10
年
先
、
15
年

先
の
本
市
の
あ
る
べ
き
姿
へ
と
方
向
付
け
を

す
る
新
た
な
礎
と
な
る
年
に
す
べ
く
、　
こ

れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
行
財
政
改
革
の
更

な
る
前
進
に
向
け
た
体
制
を
検
討
し
た
。

⑴
最
重
要
課
題
で
あ
る
人
口
減
少
対
策
の
一

　
つ
と
し
て
、
移
住
を
希
望
す
る
方
の
多
様

　
な
相
談
ニ
ー
ズ
に
対
し
き
め
細
か
に
サ
ポ

　
ー
ト
す
る
こ
と
で
新
た
な
移
住
者
の
掘
り

　
起
こ
し
に
つ
な
げ
る
た
め
「
由
利
本
荘
ま

　
る
ご
と
営
業
本
部
」
を
「
ま
る
ご
と
営
業

　
部
」
に
、「
仕
事
づ
く
り
課
」
を
「
移
住

　
ま
る
ご
と
サ
ポ
ー
ト
課
」
に
改
め
体
制
強

　
化
し
、
移
住
希
望
者
に
対
す
る
一
層
の
支

　
援
に
取
り
組
む
。

⑵
ナ
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
を
活
用
し
た
大
規
模
な

　
大
会
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
、
ス
ポ
ー
ツ
合
宿

　
な
ど
の
誘
致
活
動
の
推
進
や
、
本
市
の
ス

　
ポ
ー
ツ
振
興
や
市
民
の
健
康
の
増
進
、
さ

　
ら
に
は
交
流
人
口
の
拡
大
や
地
場
産
業
の

　
活
性
化
を
目
指
し
「
ス
ポ
ー
ツ
・
ヘ
ル
ス

　
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
推
進
部
」
を
廃
止
し
「
ス

　
ポ
ー
ツ
・
ヘ
ル
ス
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
推
進
室
」

　
を
「
ま
る
ご
と
売
り
込
み
課
」
内
に
移
行

　
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
分
野
を
含

　
め
た
総
合
的
な
売
り
込
み
を
図
る
。

⑶「
観
光
文
化
振
興
課
」
を
「
観
光
振
興
課
」

　
に
改
称
す
る
と
と
も
に
体
制
強
化
し
、
鳥

　
海
山
を
は
じ
め
と
し
た
豊
か
な
自
然
、
日

　
本
遺
産
「
北
前
船
寄
港
地
・
船
主
集
落
」、

　「
鳥
海
山
木
の
お
も
ち
ゃ
美
術
館
」
や
「
鳥

　
海
ダ
ム
」
な
ど
を
含
め
た
広
域
的
な
観
光

　
誘
客
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
環
鳥
海
エ

　
リ
ア
の
他
自
治
体
な
ど
と
連
携
し
な
が
ら
、

　
滞
在
型
観
光
の
推
進
に
取
り
組
む
。

⑷
子
育
て
支
援
課
に
「
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
担

　
当
」
を
設
け
、
増
加
傾
向
に
あ
る
児
童
相

　
談
業
務
へ
の
対
応
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、

　「
由
利
本
荘
市
い
き
い
き
こ
ど
も
プ
ラ
ザ
」

　
を
整
備
し
、
児
童
の
居
場
所
づ
く
り
や
子

　
育
て
家
庭
な
ど
の
交
流
の
場
づ
く
り
な
ど
、

　
子
育
て
支
援
の
充
実
を
図
る
。

⑸
女
性
の
活
躍
を
推
進
す
る
た
め
、
女
性
職

　
員
を
班
長
以
上
に
積
極
的
に
登
用
し
た
。

⑹
職
員
を
国
や
県
、
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

　
や
北
都
銀
行
な
ど
各
方
面
に
研
修
出
向
さ

　
せ
、
新
た
な
学
び
の
環
境
を
提
供
す
る
こ

　
と
に
よ
り
、更
な
る
資
質
向
上
を
目
指
す
。

異
動
方
針
お
よ
び

　
　
　人
員
配
置
の
要
点

2

4月1日付の本市の機構

各部・各課の配置図

観光

移住まるごと
サポート課

広報〈号外・人事異動〉
別刷りもご覧ください

◆次長・課長～新採用、3月31日付退職者に
　ついては、別刷りの「広報ゆりほんじょう
　号外・職員人事異動」をご覧ください。

各総合支所

新 建設部政策監
（部長待遇）

佐藤 奥之



 2月1日 矢島まちづくり協議会並びに行政協力員連  絡協議会合同懇親会会費（九嶋副市長出席） 3,000

 7日 市優良技能者表彰式祝賀会会費  （両副市長出席２人×6,000円） 12,000

 8日 丸亀市交流会会費（九嶋副市長出席） 4,000

 9日 ゆりほんリピーターズクラブ観光ルート現  地検討会交流懇親会会費（九嶋副市長出席） 6,480

   合　計   25,480

  
2月1日㈮

 矢島地域 市民とのふれあいトーク
   矢島まちづくり協議会並びに行政協力員連絡協議会
   合同懇親会
  4日㈪ 平成30年度 ふるさとづくり大賞表彰式（東京都）
  5日㈫ 企業訪問（東京都）
  6日㈬ 県市町村総合事務組合議会定例会（秋田市）

  7日㈭
 市自殺予防対策推進委員会

   市優良技能者表彰式・祝賀会

  8日㈮
 平成31年度予算 市議会会派内示

   定例記者会見
  9日㈯ 北内越地区懇談会・懇親会

  12日㈫
 五役・部長・支所長会議

   小友財産区管理会

  13日㈬
 市地域公共交通活性化再生協議会

   市スポーツ賞表彰式
  14日㈭ 本荘・由利の会（秋田市）
  15日㈮ 市議会定例会本会議（開会）
  16日㈯ 南内越地域懇談会・懇親会
  20日㈬ 子吉財産区議会定例会
  23日㈯ 西部地区懇談会・懇親会
  24日㈰ 横山忠長氏 叙勲受章祝賀会（にかほ市）
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◆「市長の行動」報告（2月分）
　※市ホームページ「市長室からこんにちは」もご覧ください

Event  and  Sports Yurihonjo  City  Topics

　
水
辺
の
生
き
物
の
観
察
な
ど
、

子
ど
も
た
ち
を
中
心
と
し
た
水

環
境
保
全
活
動
の
優
秀
な
取
り

組
み
を
表
彰
す
る
「
こ
ど
も
ホ

タ
レ
ン
ジ
ャ
ー
」
で
、
大
内
地

域
の
「
松
山
町
内
に
ホ
タ
ル
を

復
活
さ
せ
る
会
」
が
、
最
優
秀

の
環
境
大
臣
賞
に
次
ぐ
「
水
環

境
保
全
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

会
で
は
12
年
間
に
わ
た
り
、
水

路
に
砂
利
を
敷
い
た
り
植
樹
を

す
る
な
ど
し
て
ホ
タ
ル
が
住
み

や
す
い
環
境
整
備
に
取
り
組
み
、

最
近
で
は
毎
年
多
く
の
ホ
タ
ル

が
飛
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

長
坂
稲
荷
神
社
梵
天
ま
つ
り

祈
願
成
就
願
い
奉
納
合
戦

　
約
２
０
０
年
の
歴
史
を
持
ち

五
穀
豊
穣
や
家
内
安
全
な
ど
を

祈
願
す
る
「
梵
天
ま
つ
り
」
が

３
月
10
日
、
大
内
地
域
の
長
坂

稲
荷
神
社
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
下
川
大
内
保
育
園
や

大
内
小
学
校
の
ミ
ニ
梵
天
を
含

め
、
地
元
町
内
や
企
業
、
大
内

中
学
校
か
ら
合
わ
せ
て
17
本
の

梵
天
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

　
梵
天
な
ど
を
担
い
だ
若
者
た

ち
は
梵
天
歌
を
歌
っ
て
気
勢
を

上
げ
、
神
社
の
境
内
へ
集
ま
る

と
社
殿
に
勢
い
よ
く
突
入
し
、

激
し
く
も
み
合
い
ま
し
た
。

　
訪
れ
た
来
場
者
は
、
若
者
た

ち
の
勇
壮
な
姿
に
大
き
な
歓
声

を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　
由
利
本
荘
ひ
な
街
道
の
「
町

中
ひ
な
め
ぐ
り
」
が
３
月
９
日

〜
17
日
に
開
催
さ
れ
、
各
地
域

の
会
場
で
多
く
の
人
が
催
し
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　
初
日
の
９
日
、
矢
島
地
域
の

八
森
苑
で
は
、
矢
島
高
校
茶
道

同
好
会
の
生
徒
た
ち
が
お
茶
と

お
菓
子
で
お
も
て
な
し
し
、
訪

れ
た
人
た
ち
は
ひ
な
人
形
や
ひ

な
飾
り
で
彩
ら
れ
た
和
室
の
中

で
ゆ
っ
た
り
し
た
時
間
を
過
ご

し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
本
荘
地
域
で
は
同
日
、

本
荘
傘
鉾
つ
る
し
飾
り
と
本
荘

ご
て
ん
ま
り
の
制
作
体
験
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
一
昨
年
か
ら
毎

年
参
加
し
て
い
る
と
い
う
秋
田

代
表
メ
ン
バ
ー
は
３
月
12
日
に

佐
々
田
教
育
長
の
も
と
を
訪
れ
、

受
賞
を
報
告
。

　
代
表
の
伊
藤
広
美
さ
ん
は

「
環
境
を
整
え
れ
ば
ホ
タ
ル
は

飛
ぶ
と
い
う
こ
と
。
地
域
の
み

ん
な
の
活
動
が
実
っ
た
」
と
喜

び
ま
し
た
。
ま
た
、
岩
谷
小
６

年
の
佐
々
木
涼
羽
さ
ん
は
「
ホ

タ
ル
や
餌
の
カ
ワ
ニ
ナ
が
増
え

て
い
る
の
が
う
れ
し
い
。
こ
れ

か
ら
も
活
動
を
続
け
て
、
も
っ

と
小
さ
い
子
た
ち
に
も
ホ
タ
ル

を
見
せ
て
あ
げ
た
い
」
と
力
強

く
話
し
ま
し
た
。

　
全
国
の
小
中
学
生
を
対
象
と

し
た
理
科
の
自
由
研
究
コ
ン
ク

ー
ル
で
、
鶴
舞
小
学
校
６
年
の

坂
本
理
紗
さ
ん
、
田
澤
美
葵
さ

ん
、
吉
田
み
な
み
さ
ん
の
研
究

が
上
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。
３

人
は
３
月
８
日
、
指
導
奨
励
賞

を
受
賞
し
た
佐
藤
和
広
校
長
と

と
も
に
佐
々
田
教
育
長
の
も
と

を
訪
れ
、
研
究
の
内
容
や
受
賞

の
よ
ろ
こ
び
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
３
人
の
研
究
テ
ー
マ
は
「
テ

ッ
ポ
ウ
ユ
リ
の
花
被
の
気
孔
と

蒸
散
」
で
す
。
夏
休
み
を
利
用

し
て
研
究
に
取
り
組
み
、
テ
ッ

ポ
ウ
ユ
リ
に
は
葉
だ
け
で
な
く

花
被
（
花
び
ら
）
に
も
気
孔
が

あ
る
こ
と
、
花
被
の
気
孔
も
蒸

散
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
成
果

と
し
て
ま
と
め
、
小
学
校
の
部

に
寄
せ
ら
れ
た
６
８
２
９
点
の

中
で
６
番
目
の
「
オ
リ
ン
パ
ス

特
別
賞
」
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
リ
ー
ダ
ー
の
坂
本
さ
ん
は

「
今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
こ
と

を
知
る
楽
し
さ
を
味
わ
え
た
。

果
実
に
も
気
孔
が
あ
る
と
聞
い

た
の
で
、
今
度
は
そ
れ
も
調
べ

て
み
た
い
」
と
さ
ら
な
る
研
究

に
意
欲
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

各
地
域
で
さ
ま
ざ
ま
な
催
し

由
利
本
荘
ひ
な
街
道
に
ぎ
わ
う

鶴
舞
小
の
３
人
が
入
賞

第
59
回
自
然
科
学
観
察
コ
ン
ク
ー
ル

環
境
省
こ
ど
も
ホ
タ
レ
ン
ジ
ャ
ー
２
０
１
８

松
山
町
内
に
ホ
タ
ル
を
復
活
さ
せ
る
会
が
「
水
環
境
保
全
賞
」
受
賞

中
小
企
業
庁
創
業
機
運
醸
成
賞
を
受
賞

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
イ
ノ
ベ
ヤ

　
創
業
に
関
心
を
持
た
せ
る
た

め
の
取
り
組
み
が
認
め
ら
れ
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
イ
ノ
ベ
ヤ
（
嶋
崎

真
仁
理
事
長
）
が
、
２
０
１
８

年
度
の
中
小
企
業
庁
創
業
機
運

醸
成
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
イ
ノ
ベ
ヤ
は
、
㈱
日
本
取
引

◆市長交際費の報告

（１）会費等 （円）
支出日 支出額支　出　内　容

副市長交際費執行状況
支出日 支　出　内　容 支出額

（円）

市
の
高
田
敬
子
さ
ん
（
69
歳
）

は
「
こ
れ
を
作
り
に
来
る
の
が

こ
の
季
節
の
定
番
に
な
り
ま
し

た
。
皆
さ
ん
と
お
し
ゃ
べ
り
し

な
が
ら
作
る
の
が
楽
し
い
」
と

に
こ
や
か
な
表
情
で
針
を
動
か

し
て
い
ま
し
た
。

○代：代理出席

 2月1日

 ＪＡ秋田しんせい青果・花き・特用林産出荷
  者大会懇親会へ寸志（○代 農林水産部長） 3,480

  矢島まちづくり協議会並びに行政協力員連
  絡協議会合同懇親会会費 3,000

 3日

 岩野目沢町内会市政懇談会懇親会へ寸志
  （○代 九嶋副市長） 3,160

  「遊佐の小正月行事（アマハゲ）」のユネスコ無
  形文化遺産登録記念祝賀会会費（○代 教育次長） 5,000

 5日
 企業訪問時特産品お土産 2,268

  蓼沼町内市政懇談会懇親会へ寸志（○代 阿部副市長） 3,523
 7日 市優良技能者表彰式祝賀会会費 6,000

 8日

 丸亀市・丸亀市観光協会表敬訪問時特産品お土産 6,000
  丸亀市交流会会費（○代 阿部副市長） 4,000
  市国民健康保険運営協議会懇親会会費
  （○代 市民生活部長） 5,000

 9日
 土木部本荘・由利会親睦会会費（○代 建設部政策監） 5,000

  北内越地区懇談会懇親会へ寸志 3,460

 10日
 岩城建設技能組合総会懇親会会費（○代 岩城総

  合支所長） 5,000

 12日
 ＪＡ秋田しんせい営農生活振興協議会懇親

  会へ寸志（○代 九嶋副市長） 3,460

 16日
 南内越地域懇談会懇親会会費 1,000

  西滝沢地区行政連絡協議会懇親会へ寸志
  （○代 九嶋副市長） 3,300

 23日 西部地区懇談会懇親会会費 2,000

 24日

 横山忠長氏叙勲受章祝賀会会費 10,000
  雪上野球Ｗ杯東由利大会表彰式懇親会会費
  （○代 東由利総合支所長） 3,000

  前郷駅愛好会総会懇親会へ寸志（○代 企画調整部長） 3,440
  合　計   81,091

傘鉾つるし飾りの制作体験

社殿前で激しい奉納合戦

左から、佐々田教育長、坂本理紗さん、吉田みなみさん、
田澤美葵さん、佐藤和広校長

所
グ
ル
ー
プ
（
Ｊ
Ｐ
Ｘ
）
の
起

業
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
し
て

若
者
の
起
業
意
欲
を
高
め
る
活

動
を
行
う
な
ど
、
地
域
の
創
業

機
運
の
推
進
に
大
き
く
貢
献
し

て
い
ま
す
。

　
嶋
崎
理
事
長
は
石
井
護
事
務

局
長
と
と
も
に
３
月
７
日
に
市

役
所
を
訪
れ
、
九
嶋
副
市
長
に

受
賞
を
報
告
。「
受
賞
は
う
れ

し
い
が
ス
タ
ー
ト
は
こ
れ
か
ら

で
す
。
地
域
の
未
来
を
参
加
者

と
一
緒
に
考
え
な
が
ら
、
創
業

の
機
運
を
高
め
て
い
き
た
い
」

と
今
後
の
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

嶋崎理事長（左）と石井事務局長（右）

左から、佐々田教育長、佐々木侑俐さん、佐々木涼羽さん、
佐々木優寧さん、渋谷杏香里さん、伊藤広美さん

平
成
30
年
度
の
事
業
を
報
告

ま
る
ご
と
売
り
込
み
推
進
協
議
会

　
市
の
農
林
水
産
物
や
特
産
品

の
販
売
促
進
に
向
け
て
、
官
民

一
体
と
な
り
戦
略
を
練
る
「
由

利
本
荘
ま
る
ご
と
売
り
込
み
推

進
協
議
会
」
が
３
月
15
日
に
カ

ダ
ー
レ
で
行
わ
れ
、
21
人
が
出

席
し
ま
し
た
。

　
始
め
に
事
務
局
よ
り
首
都
圏

や
地
域
内
で
の
売
り
込
み
に
つ

い
て
、
平
成
30
年
度
の
事
業
を

報
告
。
そ
の
後
、
地
域
商
社
を

活
用
し
、
全
国
の
競
合
に
負
け

な
い
よ
う
商
品
力
を
高
め
、
販

路
拡
大
に
つ
な
げ
る
方
策
に
つ

い
て
講
義
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
会
で
は
、
今
後
も
「
由
利
本

荘
ブ
ラ
ン
ド
」
の
確
立
を
目
指

し
、
協
議
を
進
め
ま
す
。
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チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
２
０
１
９

５
月
29
日
㈬
　
山
梨
県
甲
斐
市
と
対
戦
！

2

４
月
分
か
ら
児
童
扶
養
手
当
な
ど
の

支
給
額
が
改
定
さ
れ
ま
す

1

　
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
は
、
ス
ポ
ー

ツ
の
習
慣
化
や
住
民
の
健
康
づ
く

り
、
地
域
の
交
流
や
活
性
化
の
き

っ
か
け
づ
く
り
を
目
的
と
し
た
住

民
総
参
加
型
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　
毎
年
５
月
最
終
水
曜
日
に
行
わ

れ
、
人
口
規
模
が
ほ
ぼ
同
じ
自
治

体
同
士
で
、
午
前
０
時
か
ら
午
後

９
時
ま
で
の
間
に
15
分
以
上
運
動

や
ス
ポ
ー
ツ
を
し
た
住
民
の
「
参

加
率
」
を
競
い
ま
す
。

　
７
回
目
の
出
場
と
な
る
今
年
の

対
戦
相
手
は
、
山
梨
県
の
甲
斐
市

（
10
回
目
）
。
２
０
１
４
年
に
対

戦
し
て
お
り
、
甲
斐
市
の
73
・
４

％
に
対
し
本
市
は
69
・
４
％
で
敗

れ
て
い
ま
す
。

　
本
市
の
通
算
成
績
は
４
勝
２
敗
。

市
民
一
丸
と
な
っ
て
勝
利
を
つ
か

み
ま
し
ょ
う
。

〇
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
販
売
し
ま
す

　
デ
ザ
イ
ン
が
大
幅
に
変
更
さ
れ

た
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
２
０
１
９
の

Ｔ
シ
ャ
ツ
を
、
４
月
８
日
㈪
か
ら

販
売
し
ま
す
。

サ
イ
ズ
・
数
量
　
Ｓ
サ
イ
ズ
20
着
、

Ｍ
サ
イ
ズ
70
着
、Ｌ
サ
イ
ズ
70
着
、

Ｘ
Ｌ
サ
イ
ズ
30
着
、
２
Ｘ
Ｌ
〜
４

Ｘ
Ｌ
サ
イ
ズ
若
干
数（
各
先
着
順
）

価
格
　
各
サ
イ
ズ
１
着
８
０
０
円

※

購
入
の
際
は
、
事
前
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

4

本
荘
地
域
「
春
季
道
路
側
溝
清
掃
」

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

４
月
６
日
㈯
〜
12
日
㈮
は

新
入
学（
園
）期
の
交
通
安
全
運
動
期
間
で
す

6

5
４
月
７
日
㈰
〜
13
日
㈯
は
春
の
火
災
予
防
運
動

「
忘
れ
て
な
い
？
　
サ
イ
フ
に
ス
マ
ホ
に
　
火
の
確
認
」

　
春
は
空
気
が
乾
燥
し
、
風
の
強

い
日
も
多
く
な
り
ま
す
。
身
の
回

り
の
火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
注

意
し
て
、
大
切
な
命
と
財
産
を
守

り
ま
し
ょ
う
。

　住
宅
用
火
災
警
報
器
、

　
　
　設
置
し
て
い
ま
す
か
？

　
全
国
で
火
災
に
よ
り
命
を
落
す

方
が
急
増
し
て
い
る
な
か
で
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
に
よ
り
火
災
を

未
然
に
防
い
だ
事
例
は
県
内
で
も

数
多
く
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
か

け
が
え
の
な
い
命
を
守
る
た
め
、

ま
だ
設
置
し
て
い
な
い
お
宅
は
す

ぐ
に
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
10
年
を

目
安
に
交
換
し
ま
し
ょ
う

詳
し
く
は
（
一
社
）
日
本
火
災
報

知
機
工
業
会
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

〇
個
別
調
査
を
実
施
し
ま
す

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
調
査
の

た
め
、
４
月
中
に
消
防
職
員
が
皆

さ
ん
の
お
宅
に
伺
い
ま
す
。
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

消
防
職
員
は
制
服
を
着
用
し
て

訪
問
し
ま
す
。
火
災
警
報
器
な
ど

の
販
売
を
行
う
こ
と
は
一
切
あ
り

ま
せ
ん
。

　
ド
ラ
イ
バ
ー
も
歩
行
者
も
交
通

ル
ー
ル
を
遵
守
す
る
と
と
も
に
、

地
域
全
体
で
協
力
し
合
い
、
子
ど

も
の
安
全
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

○
運
動
の
重
点

・
新
入
学
児
童
・
園
児
を
中
心
と

　
し
た
子
ど
も
の
交
通
事
故
防
止

　
〜
歩
行
者
フ
ァ
ー
ス
ト
意
識
の

　
醸
成
〜

○
主
な
推
進
事
項

・
街
頭
に
お
け
る
保
護
誘
導
活
動

　
な
ど
の
強
化

・
横
断
歩
行
者
の
交
通
事
故
防
止

　
（
横
断
歩
道
に
お
け
る
歩
行
者

　
優
先
の
徹
底
）

・
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

　
の
着
用
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

　
の
正
し
い
使
用
の
徹
底

・
広
報
、
啓
発
活
動
の
推
進

　
道
路
側
溝
清
掃
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
発
生
し
た
土
の
う

は
地
域
ご
と
に
回
収
を
行
い
ま
す
。

①
土
の
う
袋
は
各
町
内
・
各
個
人

　
で
ご
用
意
く
だ
さ
い
。
土
の
う

　
袋
以
外
の
も
の
は
回
収
で
き
ま

　
せ
ん
。

②
土
の
う
袋
は
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

　
ン
付
近
な
ど
目
立
つ
場
所
に
ま

　
と
め
て
く
だ
さ
い
。

③
回
収
対
象
は
春
季
側
溝
清
掃
で

　
発
生
し
た
泥
に
限
り
ま
す
。
個

　
人
敷
地
内
の
土
砂
な
ど
を
回
収

　
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

④
回
収
週
を
過
ぎ
て
も
回
収
さ
れ

　
な
い
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※

側
溝
の
ふ
た
上
げ
機
を
貸
し
出

し
ま
す
。
予
約
も
で
き
ま
す
の
で

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

回
収
日
程

・
本
荘
中
央
、
本
荘
西
部

　
　
　
　
　
　
４
月
22
日
〜
26
日

・
本
荘
東
部
　

　
　
　
　
　
　
５
月
７
日
〜
10
日

・
松
ヶ
崎
地
区

　
　
　
　
　
　
５
月
13
日
〜
17
日

・
石
脇
地
区
　

　
　
　
　
　
　
５
月
20
日
〜
24
日

・
北
内
越
・
南
内
越
地
区

　
　
　
　
　
　
５
月
27
日
〜
31
日

・
小
友
・
子
吉
地
区

　
　
　
　
　
　
６
月
３
日
〜
７
日

問
い
合
わ
せ
先

生
活
環
境
課

☎
24―

６
２
５
４

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
課

☎
32―

１
３
３
４

除
雪
に
よ
る
市
道
の
破
損
や

道
路
の
異
常
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い

3
　
次
の
よ
う
な
事
案
を
発
見
し
た

場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〇
除
雪
に
よ
る
破
損

　
市
道
の
除
雪
に
つ
い
て
は
道
路

構
造
物
、
家
屋
や
塀
な
ど
に
細
心

の
注
意
を
払
う
よ
う
努
め
て
い
ま

す
が
、
雪
に
覆
わ
れ
た
中
で
の
作

業
と
な
る
た
め
、
破
損
さ
せ
て
し

ま
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。
除
雪
に

よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
破
損
箇
所

を
発
見
し
た
場
合
に
は
、
速
や
か

に
ご
連
絡
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。
連
絡
が
遅
く
な
り
、
除

雪
に
よ
る
破
損
と
断
定
で
き
な
い

場
合
は
対
応
で
き
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

〇
市
道
の
穴
ぼ
こ
、
側
溝
の
破
損

　
市
で
は
、
歩
行
者
や
ド
ラ
イ
バ

ー
の
皆
さ
ん
が
安
全
に
道
路
を
通

行
で
き
る
よ
う
、
道
路
パ
ト
ロ
ー

ル
を
随
時
行
っ
て
点
検
補
修
に
努

め
て
い
ま
す
。
春
先
の
こ
の
時
期

は
、
道
路
の
破
損
が
数
多
く
発
見

さ
れ
る
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。
舗

装
道
路
の
穴
ぼ
こ
や
陥
没
、
側
溝

・
側
溝
ふ
た
板
や
縁
石
の
破
損
な

ど
を
見
つ
け
ま
し
た
ら
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　
　
　
　
　
　
　
　
▽
特
別
児
童
扶
養
手
当

▽
児
童
扶
養
手
当
　
　
　
　
　
　
　
▽
特
別
障
害
者
手
当
等

子
育
て
支
援
課

　
　
　
　福
祉
支
援
課

児
童
支
援
班

　
　
　
　
　障
が
い
支
援
班

問
い
合
わ
せ
先

建
設
管
理
課

☎
24―

６
３
４
１

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
資
金
を

助
成
し
ま
す

7
　
本
年
度
も
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

資
金
助
成
支
援
事
業
を
行
い
ま
す
。

タ
イ
プ
　
一
般
型
、
子
育
て
世
帯

支
援
型
、
空
き
家
購
入
支
援
型
、

移
住
・
定
住
支
援
型

申
請
受
け
付
け
　
４
月
１
日
㈪
〜

※

助
成
の
対
象
や
金
額
な
ど
は
タ

イ
プ
に
よ
り
異
な
り
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。問

い
合
わ
せ
先

建
築
住
宅
課

☎
24―

６
３
３
４

ま
た
は
各
総
合
支
所
建
設
課

☎
24―

６
３
１
９
　
　
　
　
　
　
　
☎
24―

６
３
１
４

ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課
　
ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

児童扶養手当の改定  

第一子
全部支給

一部支給

全部支給

一部支給

全部支給

一部支給

42,500円
42,490円～
10,030円
10,040円
10,030円～
5,020円
6,020円
6,010円～
3,010円

42,910円
42,900円～
10,120円
10,140円
10,130円～
5,070円
6,080円
6,070円～
3,040円

手当（いずれも月額） ３月分まで ４月分から

特別児童扶養手当・特別障害者手当等の改定    
手当（いずれも月額） ３月分まで ４月分から

特別児童
扶養手当

障がい程度が１級
障がい程度が２級

51,700円
34,430円
14,650円
26,940円
14,650円

52,200円
34,770円
14,790円
27,200円
14,790円

第三子
以降
加算額

障害児福祉手当
特別障害者手当
経過的福祉手当

地　域
本　荘
矢　島
岩　城
由　利
大　内
東由利
西　目
鳥　海

所　管
建 設 管 理 課
矢 島 建 設 課
岩 城 建 設 課
由 利 建 設 課
大 内 建 設 課
東由利建設課
西 目 建 設 課
鳥 海 建 設 課

連　絡　先
☎２４－６３４１
☎５５－４９５５
☎７３－２０１５
☎５３－２１１５
☎６５－２８０２
☎６９－２１１５
☎３３－４６１６
☎５７－２２０４

３
月
13
日
の
贈
呈
式

由利本荘地区交通安全協会と青少年
育成由利本荘市民会議本荘支部から
市内小学校の新１年生４９２人に
「黄色い帽子」が贈呈されました。

問
い
合
わ
せ

消
防
本
部
予
防
課

☎
22―

４
２
８
７

本
荘
消
防
署

☎
22―

０
０
１
１

矢
島
消
防
署

☎
55―

２
１
１
１

第二子
加算額



　
認
知
症
カ
フ
ェ
と
は
、
認
知
症

に
な
っ
て
も
で
き
る
限
り
住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
認
知

症
の
人
や
そ
の
家
族
、
地
域
の
方

や
専
門
職
な
ど
が
集
い
、
情
報
交

換
や
認
知
症
の
相
談
を
し
な
が
ら

ゆ
っ
く
り
と
し
た
時
間
を
過
ご
す

場
で
す
。

　
市
で
は
、
認
知
症
カ
フ
ェ
を
自
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8

主
的
に
運
営
す
る
取
り
組
み
を
支

援
す
る
た
め
、
運
営
す
る
団
体
に

補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。
申
請
の

受
け
付
け
後
、
申
請
内
容
を
審
査

の
上
、
補
助
金
の
交
付
団
体
を
決

定
し
ま
す
。

※

応
募
方
法
な
ど
の
詳
細
は
　

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
備

え
付
け
の
手
引
き
を
ご
覧
に
な
る

か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

補
助
金
上
限
額
　 

10
万
円

募
集
期
間
　
４
月
１
日
㈪
〜
19
日
㈮

補
助
対
象
期
間
　
平
成
31
年
５
月

１
日
〜
同
32
年
３
月
31
日
ま
で

　
市
で
は
こ
れ
ま
で
も
市
公
共
施

設
の
建
物
内
禁
煙
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
が
、
市
民
の
皆
さ
ん
や

職
員
の
健
康
増
進
を
な
お
一
層
図

る
こ
と
を
目
的
に
、
４
月
１
日
か

ら
庁
舎
敷
地
内
禁
煙
を
実
施
し
ま

す
。

対
象
施
設
　
本
庁
舎
、
第
二
庁
舎
、

各
総
合
支
所
庁
舎
、
消
防
庁
舎

※

対
象
施
設
へ
の
来
庁
者
の
皆
さ

ん
も
対
象
に
な
り
ま
す
。
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

４
月
発
行
分
か
ら
市
税
・
国
保
税
が

コ
ン
ビ
ニ
、ゆ
う
ち
ょ
銀
行
で
も
納
付
で
き
ま
す

　
認
知
症
カ
フ
ェ
運
営
補
助
金

　
　
　
　
　申
請
団
体
を
募
集
し
ま
す

　

10
市
庁
舎
敷
地
内
の
禁
煙
に

　
　
　
　
　
　
　ご
協
力
く
だ
さ
い

12
　
４
月
以
降
に
発
行
す
る
納
付
書

か
ら
、
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
や
東
北

管
内
の
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・
郵
便
局

の
店
舗
窓
口
、
ヤ
フ
ー
ア
プ
リ
で

市
税
・
国
保
税
の
納
付
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

納
付
で
き
る
税
目
　
市
県
民
税

（
普
通
徴
収
分
）
、
固
定
資
産
税

（
都
市
計
画
税
）
、
軽
自
動
車
税
、

国
民
健
康
保
険
税

コ
ン
ビ
ニ
納
付

利
用
で
き
る
納
付
書

　
下
記
の
納
付
書
見
本
の
よ
う
に
、

バ
ー
コ
ー
ド
が
印
刷
さ
れ
て
い
る

納
付
書
で
す
。

　
た
だ
し
、
コ
ン
ビ
ニ
利
用
期
限

を
過
ぎ
た
も
の
、
納
付
額
が
30 

万

円
を
超
え
る
も
の
は
利
用
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
納
付
書
裏
面
に
記
載

さ
れ
て
い
る
金
融
機
関
で
の
納
付

を
お
願
い
し
ま
す
。

納
税
証
明
書
の
交
付
申
請

　
コ
ン
ビ
ニ
で
納
付
さ
れ
て
か
ら

市
が
納
税
証
明
書
を
交
付
で
き
る

ま
で
、
約
２
週
間
か
か
り
ま
す
。

　
お
急
ぎ
で
必
要
な
場
合
は
、
領

収
証
書
を
持
参
の
う
え
、
市
役
所

市
民
窓
口
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
各
総

合
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

郵
便
局
納
付

　
郵
便
局
や
簡
易
郵
便
局
の
店
舗

窓
口
で
も
納
付
で
き
ま
す
。

ヤ
フ
ー
ア
プ
リ
納
付

　
ヤ
フ
ー
公
式
ア
プ
リ
の
「
バ
ー

コ
ー
ド
読
取
」
で
納
付
書
の
バ
ー

コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
納
付
で
き

ま
す
。 

詳
し
く
は
、
次
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

https://m
oney.w

allet.yahoo
.co.jp/rd/5ya

※

３
月
31
日
ま
で
に
発
行
さ
れ
た

納
付
書
は
従
来
ど
お
り
金
融
機
関

で
の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　納
付
は
、
納
め
忘
れ
の
な
い

 

「
安
心
」「
確
実
」
な
口
座
振

　替
が
お
勧
め
で
す
。

☎
24―

６
２
１
６

ま
た
は

各
総
合
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

消
防
本
部
総
務
課

問
い
合
わ
せ
先

総
務
課

　
森
林
法
の
改
正
に
よ
り
、
森
林

の
所
有
者
や
林
地
の
境
界
に
関
す

る
情
報
を
ま
と
め
た
「
林
地
台

帳
」
の
閲
覧
・
交
付
申
請
が
４
月

１
日
よ
り
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

適
切
な
森
林
整
備
の
実
施
や
施
業

集
約
化
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

手
数
料

　
閲
覧…

無
料

　
交
付…

台
帳
・
台
帳
地
図
　

各
２
０
０
円

※

提
供
で
き
る
情
報
は
、
内
容
に

制
限
な
ど
が
あ
り
ま
す
の
で
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

11
「
林
地
台
帳
」
の
閲
覧
・

　
　
　
　
　交
付
申
請
が
で
き
ま
す

☎
24―

６
３
５
７

ま
た
は
各
総
合
支
所
産
業
課

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

農
山
漁
村
振
興
課

☎
24―

６
３
４
５

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

鳥海山・飛島ジオパーク
リレーコラム
「日本海と大地がつくる
　　水と命の循環」

【第52回】
ジオパーク活動の仲間

秋田大学大学院教育学研究科
　　林　信太郎　 教授

☎
24―

６
２
５
６

問
い
合
わ
せ
先

収
納
課

　全国には、44のジオパークがあります。ジオパー
ク同士は強くつながっています。他のジオパーク
も、ぜひご訪問いただければと思います。今日は千
葉県にある銚子ジオパークをご紹介しましょう。銚
子ジオパークは東京の１００㎞ほど東の関東平野の
外れにあります。この辺は九十九里浜などの砂浜が
多いのですが、利根川の河口にある銚子ジオパーク
にだけは硬い岩がたくさん出ています。このため周

りの砂浜の中で銚子だけが太平洋に飛び出していま
す。このような地形のおかげで銚子は海の港とし
て、また、利根川の河の港として栄えてきたので
す。銚子に行きますと、このような地形が生み出し
た海の恵みや利根川の水運を利用した醤油産業など
を見ることができます。ゆったりとした利根川の流
れと岩石海岸の海の難所、その対照的な風景をぜひ
ご覧ください。そして、刺身がとにかくうまい。ぜ
ひ訪れてください。

　
後
期
高
齢
者
健
診
受
診
券

  

（
う
ぐ
い
す
色
）
を
４
月
中
旬

　に
発
送
し
ま
す

　
12
月
31
日
ま
で
に
受
診
す
る
個

別
健
診
に
つ
き
、
受
診
券
を
指
定

医
療
機
関
に
提
出
す
る
こ
と
で
受

診
料
が
無
料
に
な
り
ま
す
。
受
診

の
際
に
は
受
診
券
、
問
診
票
と
保

険
証
を
必
ず
持
参
し
て
下
さ
い
。

※

詳
細
は
同
封
の
お
知
ら
せ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
保
険
料
の
仮
徴
収

額
決
定
通
知
書
が
同
封
さ
れ
て
い

る
方
も
い
ま
す
の
で
、
必
ず
中
身

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※

人
間
ド
ッ
ク
や
市
の
集
団
健
診

9

を
受
け
た
方
は
対
象
外
で
す
。

※

平
成
31
年
３
月
１
日
以
降
に
加

入
し
た
方
に
は
申
請
に
よ
り
受
診

券
を
お
送
り
し
ま
す
。
希
望
す
る

方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
人
間
ド
ッ

　ク
の
受
診
料
を
助
成
し
ま
す

　
人
間
ド
ッ
ク
受
診
後
、
市
の
窓

口
に
申
請
す
る
こ
と
で
受
診
料
の

助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※

平
成
30
年
度
内
に
受
診
し
た
方

は
、
４
月
26
日
㈮
ま
で
忘
れ
ず
に

申
請
し
て
下
さ
い
。

申
請
受
け
付
け
　
市
民
窓
口
セ
ン

タ
ー
ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民
サ

ー
ビ
ス
課

助
成
額
　
８
千
円

申
請
書
類
　
保
険
証
、
領
収
書
、

人
間
ド
ッ
ク
結
果
票
、
印
鑑
、
振

込
先
の
口
座
番
号
が
確
認
で
き
る

も
の
（
受
診
者
名
義
の
通
帳
な
ど

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に

　
　
　
　加
入
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
へ

☎
24―

６
２
４
４

問
い
合
わ
せ
先

市
民
課

〈納付書見本〉

バーコード

屏風ヶ浦

千人塚海難漁民慰霊塔。利根川の河口には硬い石が多く、
港なのに海の難所となっており、多数の慰霊碑が立っている。

コンビニ利用期限

平成31年4月30日

）
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危
機
管
理
型
水
位
計
が

設
置
さ
れ
ま
し
た

　「
中
小
河
川
緊
急
治
水
対
策
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
取
り
組
み
と
し
て
県

管
理
河
川
へ
の
整
備
を
進
め
て
き
た

危
機
管
理
型
水
位
計
の
設
置
が
完
了

し
、
４
月
１
日
か
ら
運
用
を
開
始
し

ま
す
。
市
内
で
は
11
カ
所
に
設
置
さ

れ
、
水
位
計
の
デ
ー
タ
は
「
秋
田
県

河
川
砂
防
情
報
シ
ス
テ
ム
」
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
ま
す
。
同

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
既
存
の
水
位

計
の
デ
ー
タ
も
確
認
で
き
ま
す
。

※

危
機
管
理
型
水
位
計
は
、
洪
水
時

の
水
位
観
測
に
特
化
し
た
、
小
型
で

低
コ
ス
ト
な
水
位
計
で
す
。

問
い
合
わ
せ
　
危
機
管
理
課
　
　
　

　
　
　
　
　
　
☎
24
ー
６
２
３
８

消
費
税
軽
減
税
率
の

説
明
会
を
開
催
し
ま
す

　
事
業
者
を
対
象
に
し
た
説
明
会
で

す
。
課
税
売
上
高
が
１
千
万
円
以
下

の
免
税
事
業
者
も
含
め
、
全
て
の
事

業
者
に
関
わ
る
制
度
で
す
の
で
、
ぜ

ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
・
会
場

①
４
月
22
日
㈪
　
13
時
半
〜
15
時
・

　
カ
ダ
ー
レ
大
ホ
ー
ル

②
４
月
24
日
㈬
　
13
時
半
〜
15
時
・

　
日
新
館
研
修
室
（
矢
島
）

③
５
月
15
日
㈬
　
10
時
〜
11
時
半
・

　
カ
ダ
ー
レ
大
ホ
ー
ル

※

３
回
と
も
内
容
は
同
じ
で
す
。

問
い
合
わ
せ

　本
荘
税
務
署

　
　
　
　
　
　
☎
22
ー
２
３
３
５

そ 

の 

他

市
税
・
国
保
税
の
夜
間
相
談
窓
口

　４
月
の
水
・
木
曜
日
は
、
市
税
・

国
保
税
の
納
付
と
相
談
を
19
時
ま
で

延
長
し
て
受
け
付
け
ま
す
。

開
設
日

　４
月
３
日
、
４
日
、
10
日
、

　
11
日
、
17
日
、
18
日
、
24
日
、
25

　
日

会
場
　
市
役
所
１
階
　
収
納
課

問
い
合
わ
せ
　
収
納
課

　
　
　
　
　
　
☎
24
ー
６
２
５
６

あ
き
た
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー

４
月
の
出
張
セ
ン
タ
ー

　会
員
登
録
や
お
相
手
の
検
索
、
結

婚
に
関
す
る
相
談
な
ど
が
で
き
ま
す
。

完
全
予
約
制
で
す
の
で
、
２
日
前
の

16
時
ま
で
に
電
話
で
予
約
し
て
く
だ

さ
い
。

①
４
月
14
日
㈰
　
11
時
〜
16
時

　
小
友
地
区
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
　

　
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム

②
４
月
28
日
㈰
　
11
時
〜
16
時

　
西
目
公
民
館
シ
ー
ガ
ル

　
団
体
活
動
室

予
約
　
あ
き
た
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
０
０
ー
８
０
０
ー
０
４
１
３

※

新
規
入
会
の
際
は
登
録
料
（
１
万

円
）
の
全
額
助
成
制
度
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
・

声
の
広
報
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
い
ず
れ
も
無
料
で
す
の
で
、
気
軽

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

手
話
通
訳
者
・
要
約
筆
記
者
の
派
遣

　聴
覚
障
が
い
、
音
声
言
語
機
能
障

が
い
の
あ
る
方
々
の
日
常
生
活
を
支

援
す
る
た
め
、
手
話
通
訳
者
や
要
約

筆
記
者
を
派
遣
し
ま
す
。

声
の
広
報

　視
覚
障
が
い
者
の
方
に
「
広
報
ゆ

り
ほ
ん
じ
ょ
う
」
の
内
容
を
Ｃ
Ｄ
に

収
録
し
た
も
の
を
月
２
回
お
届
け
し

ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
支
援
課
　
☎
24
ー
６
３
１
４
、

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
24
ー
０
４
８
０

市
の
敬
老
会
は

75
歳
以
上
の
方
が
対
象
で
す

　
市
で
は
本
年
度
も
、
各
地
域
ご
と

に
、
春
ま
た
は
秋
に
敬
老
会
を
開
催

し
ま
す
。
対
象
と
な
る
の
は
、
４
月

１
日
時
点
で
75
歳
以
上
の
方
（
昭
和

19
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た

方
）
で
す
。
対
象
の
方
に
は
開
催
日

前
に
ご
案
内
を
お
届
け
し
ま
す
。
多

く
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　

　
長
寿
支
援
課
　
☎
24
ー
６
３
２
２
、

　
各
総
合
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

狂犬病予防注射を忘れずに狂犬病予防注射を忘れずに

　狂犬病予防法により、生後91日以上の
犬は、毎年４月から６月までの間に１回
狂犬病予防注射を受けなければなりませ
ん。室内犬についても同様です。

実施日程
　本荘地域　　４月10日㈬～ 20日㈯
　　　　　　　※20日以外は平日のみ
　矢島地域　　５月14日㈫～ 16日㈭、
　　　　　　　６月19日㈬
　岩城地域　　５月９日㈭・10日㈮
　由利地域　　５月15日㈬～ 17日㈮
　　　　　　　※各日とも午前のみ
　大内地域　　５月31日㈮・６月１日㈯
　東由利地域　５月21日㈫～ 23日㈭、
　　　　　　　６月15日㈯
　西目地域　　４月23日㈫・24日㈬
　鳥海地域　　５月17日㈮、
　　　　　　　　　20日㈪～ 22日㈬

【会場や時間などの詳細は…】
　問　生活環境課　☎２４－６２５３
　　　または各総合支所市民サービス課

◇注射手数料（集合注射会場の場合）…
　３２５０円
◇注射会場では「犬の登録」もできます。
　登録手数料…３千円
※日程は変更になる場合があります。
※手数料の支払いは、つり銭のないよう
　に用意をお願いします。

【本荘】　本荘第一病院１階　４月26日（金）　10時～13時半
【大内】　上川大内出張所、下川大内出張所　４月11日（木）入れ替え※
【鳥海】　笹子出張所※
※大内・鳥海の移動図書館は、月に１回入れ替えして常設

〇４月の各館行事カレンダー
出演：つくしんぼ

出演：ゆりかごの会

出演：民話サークル

出演：ゆりかごの会

出演：にじ

出演：国境なき話し手

出演：民話サークル

出演：すずめの巣

絵本の読み聞かせほか

専門家によるビジネスの無料相談

絵本の読み聞かせほか

由利の民話シリーズ紙芝居上演ほか

絵本の読み聞かせほか

大人向けの絵本の読み聞かせほか

外国語による絵本の読み聞かせほか

由利の民話シリーズ紙芝居上演ほか

絵本の読み聞かせほか

おはなしでてこい

秋田県よろず支援拠点サテライト由利本荘（郷土資料室）

おはなし会（お話室）

民話紙芝居

えほんでこんにちは（お話室）

大人のための絵本タイム

ヨミキカセ　ワールドワイド

民話紙芝居

おはなしのへや

由利

中央

中央

由利

中央

中央

中央

由利

出羽

７日㈰

11日㈭

13日㈯

13日㈯

20日㈯

25日㈭

27日㈯

27日㈯

27日㈯

10時半～11時半

10時～15時半

10時半～11時半

10時半～11時半

10時半～11時半

18時半～19時10分

10時半～11時半

10時半～11時半

10時半～11時

（中央）＝中央図書館、（由利）＝由利図書館、（出羽）＝出羽伝承館

※古典講座は５月から開講します。

○今月の移動図書館

「ＡＣＴアート大賞展」出品作品を含む絵画作品
を展示しています。
会場　中央図書館２階　廊下スペース
期間　４月29日（月）まで

長谷山祐也作品展

　材料やサイズ、テーマなどは自由です。世界で
たった１冊の絵本の出品をお待ちしています。
応募期間　４月24日（水）まで
展示期間　４月27日（土）～５月30日（木）
展示会場　中央図書館（展示後、市内の他の図書
　館でも巡回展示を予定しています）

第39回手づくり絵本展の作品を募集します

中央図書館
岩城図書館
由利図書館
出羽伝承館

９日㈫、23日㈫、26日㈮
１日㈪、８日㈪、15日㈪、22日㈪、29日㈪ 
29日㈪、30日㈫
１日㈪、８日㈪、15日㈪、22日㈪、30日㈫

〇休館日

担当：秋田企業活性化センタ
ー秋田県よろず支援拠点

中央図書館
☎２２－４９００

問

※催し物の時間など詳しくは各施設にご確認ください。

月 5施設の催事案内
㋕カダーレ  ㋐アクアパル  ○総合体育館  ㋛シーガル  ㋤ナイスアリーナ総

１ 月
2 火
3 水

4

7 日

4 木
5 金
6 土

8 月
9 火
10 水
11 木
12 金

13 土

14 日

５

㋐　休館日

由利耕心大学講座　10時～15時　㋛

㋐　㋤　休館日

㋕　休館日

㋕　休館日

15 月
16 火
17 水
18 木
19 金

20 土

21 日
22 月
23 火
24 水

26 金
25 木

27 土
28 日
29 月
30 火

キヤノンフォトクラブ本荘第8回写真展（～14日）
　　　　　　9時～17時（12日12時半から、14日16時半まで）　㋕

株式会社昭和興業創業50周年記念特別講演会
　　（塩沼亮潤大阿闍梨・さかなクン）開場12時半、開演13時半　要整理券　㋕
「色と光のハーモニー」マーブルアート展示会　9時半～16時　㋕
はっぴぃさぁくるフリーマーケット　9時半～15時半　㋕
ハンドメイドマーケット　10時～15時　㋕
つかさ光＆唄仲間歌謡ショー　10時～　入場料あり　㋐

大須賀勉絵画教室展（～21日）　10時～18時（19日11時から、21日17時まで）　㋕

本荘佛教会　花まつり　受け付け12時半、開始13時　㋕
いぬ・ねこネットワーク秋田「譲渡会」　㋐
㋐　○　休館日総

4日　由利高校吹奏楽部第39回定期演奏会　㋕
5日　はっぴぃさぁくるフリーマーケット　㋕
5～ 6日　由利本荘市高校強化練習会（卓球）　○総

ピアノリレー2019～春～（～21日）
　　   　9時半～17時（21日16時まで）　参加料あり、観覧無料　㋕
市民教養セミナー「ユーモアセンスを磨こう」　10時半～11時半　㋕
子吉川クリーンアップ　7時半～　㋐
本荘由利中学校春季バレーボール大会（～21日）　8時～17時　○総

㋐　○　休館日総

福田こうへいコンサートツアー～一所懸命～
　　　　　　　　　　　開場14時半、開演15時　入場料あり　㋕
茶道裏千家淡交会秋田支部　懸釜　9時半～14時　入場料あり　㋕
県議会議員選挙開票日　8時半～21時　○総

大人のためのココロを育てる　絵本よみきかせ　14時半～16時　㋕
第12回初瀬カップバレーボール大会（～14日）　8時～17時　○
秋田県空手道選手権大会（～14日）　㋤

総



Yurihonjo city public Relations. 201923 平成31年４月１日号　広報ゆりほんじょう 22



平成31年４月１日号　広報ゆりほんじょう 24

実施日 受付時間 実施場所

【持ち物】 保険証、お薬手帳

　　本荘由利広域休日応急診
　　療所（☎24-3917）、平日
　　は健康管理課

診療時間：10時～16時
受付時間：10時～11時半
　　　　　13時～15時半

※当番医師は変更になる場合があります

内科・小児科
休日応急診療所

４月の予定当番医師 ＜敬称略＞

 ７日㈰　小松　徳彌
14日㈰　佐山　一郎
21日㈰　山田　暢夫
28日㈰　佐藤　省子
29日㈪　三浦　　肇
30日㈫　川上　宏一

～ご協力ください～
※原則として、全血献血で400ml献血をお願いしています

問

　４月 献血日程

　高齢者肺炎球菌予防接種の助成

　市では高齢者肺炎球菌予防接種の助成事業を実施し
ています。平成31年度の対象となる方には、４月中旬に案
内通知書を郵送します。
対象　市内に住所があり、次の①または②に該当する方
①平成 32年４月１日時点で65歳、70歳、75歳、80歳、
　85歳、90歳、95歳、100歳以上の方
②接種日に満60～64歳で、心臓・腎臓・呼吸器の機能に
　極度の障がいを持つ方、ヒト免疫不全ウイルスにより免
　疫の機能に極度の障がいを持つ方（いずれも身体障害
　者手帳１級程度）
※②に該当する方、４月以降に本市に転入した方には案
　内通知書はありません。接種を希望する方は健康管理
　課までご連絡ください。
※過去に23価肺炎球菌莢膜ポリサッカライドワクチンを
　接種したことのある方は助成の対象となりません。
自己負担額　医療機関が定める接種料金から市助成額
　（３千円）を差し引いた金額
※医療機関により異なります。生活保護世帯者は緊急時
　医療依頼証を提示すると自己負担はありません。
問い合わせ　健康管理課　☎２２－１８３４
※助成の対象外になりますが、過去に接種した方で再接
　種をお考えの場合は、腫れなどの副作用が出やすくな
　りますので、医師と相談して接種してください。

　重度身体障がい者（児）へのタクシー券

対象　市内に住所があり、身体障害者手帳（１～３級）
　の交付を受けた障がい者（児）のうち、視覚・平衡機能
　・下肢・体幹・乳幼児期以前の非進行性の脳病変によ
　り、運動機能（移動機能）および内部障がいに該当す
　る方
交付枚数　年度内24枚（月２枚）
補助額　１枚につき、小型タクシーの基本料金
乗車区域　本市とにかほ市内
利用期間　平成31年４月１日～平成32年３月31日
※身体障害者手帳、印鑑を持参して申請してください。
申請先・問い合わせ　福祉支援課　☎２４－６３１４
　または各総合支所市民サービス課

　入浴施設の入湯料等割引券・
　はり、きゅう、マッサージ施術費助成券

【入湯料等割引券】
対象　平成31年４月１日現在で満70歳以上の方（昭和24
　年４月１日以前に生まれた方）、身体障害者の認定を受
　けている満65歳以上の方（昭和29年４月１日以前に生
　まれた方）
交付枚数　１００円割引券10枚（年度内１回のみ）
【はり、きゅう、マッサージ施術費助成券】
対象　平成31年４月１日現在で満65歳以上の方
交付枚数　千円助成券３枚（年度内１回のみ）
※本人確認ができるもの（保険証など）を持参して申
　請してください。代理申請の場合は、申請者と代理
　人両方の本人確認ができるものをお持ちください。
申請先・問い合わせ　長寿支援課　☎２４－６３２２
　または各総合支所市民サービス課

　指定ごみ袋の支給

　市内にお住まいの次の①または②の世帯に市指定ご
み袋１００枚を支給します。
①子育て世帯
対象　平成31年４月１日以降に誕生の乳児がいる世帯
※印鑑を持参の上、出生届を提出する際に申請してく
　ださい。市外に出生届を提出した場合は、母子手帳
　など出生を証明できる書類を持参して申請てくださ
　い。
申請先　市民窓口センター、各総合支所市民サービス課
問い合わせ　子育て支援課　☎２４－６３１９
②在宅介護世帯
対象　平成31年４月１日現在、介護保険法における要
　介護状態区分が要介護４または５の認定を受けている
　方（施設入所者、長期の入院・入所をしている方を
　除く）を在宅で介護している世帯（年度内１回のみ
※申請者（主な介護者または同居家族）の本人確認が
　できるものを持参して申請してください。
申請先　長寿支援課、各総合支所市民サービス課
申請期限　９月30日㈪
問い合わせ　長寿支援課　☎２４－６３２２

本荘第一病院
由利森林管理署

秋田県立大学本荘キャンパス
山科建設㈱

イオンスーパーセンター
本荘店

由利森林管理署
秋田県立大学本荘キャンパス

４日㈭

17日㈬

20日㈯

26日㈮

13:30～16:00
 9:45～10:15
13:45～16:10
9:45～12:00
14:15～16:00
10:00～11:30
13:30～16:10

新年度分の申請・手続きをお忘れなく－

）
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■由利組合総合病院｢サロンおひさま｣
　がんを体験した方やその家族、関
心がある方のためのサロンです。申し
込み不要。
開催日　４月９日㈫
内容・時間　がん看護専門看護師より
　「納得できる治療選択をめざして」
　（11時～11時半）、茶話会（13時半
　～15時）
会場　由利組合総合病院がん相談支援
　センター（１階新患受付向かい）
問　☎２７－１２００（代表）

■湯ったりほのぼの教室
　申し込み不要、参加無料。飲み物と
タオルを持参してください。
開催日　４月24日㈬
内容・時間　健康相談・血圧測定・
　栄養相談（９時半～10時）、みんな
　一緒にかだ～れ体操（10時～11時）
会場　鶴舞温泉　中広間
問　健康管理課

■こころの相談日
　家族や仕事、子育て、学校生活
のことなどを臨床心理士とお話で
きます。
開催日　４月24日㈬
時間　10時15分～11時、11時15分
　～12時、13時半～14時15分
会場　本荘保健センター
　※１人45分予約制、１日３人まで
申し込み　4月19日㈮まで健康管
　理課へ

■インターバル速歩実践会

　※動きやすい服装でお越しくだ
　　さい。事前登録が必要です。
開催日　４月10日、17日、24日
　※全て水曜日
時間　10時～11時
会場　ナイスアリーナ
持ち物　室内用の靴、飲み物、タオル
問　健康管理課

○母子健康手帳・アンケート票・バスタオルを忘れずにお持ちください

○３歳児健診を受ける方は、ご家庭でアンケート票の中の聴力と視力の検査を行ってきてください

○７カ月児健診は、個別健診となります

○事前に健診の準備が必要なことから、お住まいの地域で受診してください

○当日受診できない場合や不明な点は、当該地域の保健センターまたは市民サービス課へご相談ください

月 乳幼児健診4

実施日 対象地域 事　業　名 対　　象　　者 受付時間 実施場所

２歳児歯科健診

１歳６カ月健診

２歳児歯科健診

３歳児健診

１歳６カ月健診

10カ月児健診

４カ月児健診

本荘保健センター12:30～13:30

▶▶催し・お知らせ

ロタウイルスワクチンを一部助成します
【対象および助成内容】
　本市に住民登録のある乳児で、次の
対象月齢（接種期間）に当てはまる方

※期間は平成32年３月31日までです。
※平成31年４月より助成金額が変更と
　なりました。
【接種方法】
　協力医療機関で予約をして接種して
ください。窓口での支払いの際、上
記金額が減額されます。予診票は協
力医療機関に設置してあります。
※協力医療機関は市ホームページでご
　確認ください。協力医療機関以外
　での接種を希望する方は、健康管
　理課までお問い合わせください。

※初回接種は生後14週６日までに行っ
　てください。

ワクチン種類 対象月齢 回数 助成金額

ロタリックス
(１価ワクチン)

生後６週０日～
　24週０日 ２回 4,000円／回

ロタテック
(５価ワクチン)

生後６週０日～
　32週０日 ３回 2,500円／回

　運動量を測定できる機器を半年間
利用して、個人の歩行データをもと
にアドバイスを受けることができま
す。健康寿命の延伸、転ばない体づ
くりのためにぜひご参加ください。
対象者　おおむね50歳以上の方
期間　５月～12月（全12回）
会場　本荘保健センター、市総合体
　育館、善隣館など
定員　90人
自己負担額　14,500円（運動量測
　定器使用料、血液検査、筋力・ 
　持久力測定費用含む）
　※新規申し込みの方は、1,620円
　　（サーバ登録料）が追加されます。
申し込み　４月12日㈮まで
　健康管理課　☎２２－１８３４

平成31年度　　　　　　　　
インターバル速歩講座　　
　　　　　   　　参加者募集！

※１歳６カ月児健診、２歳児歯科健診対象の方は、日程の確認をお願いします。
※市内３カ所で実施していた幼児健診（１歳６カ月健診・２歳児歯科健診・３歳児健診）の会場が、平成31年４月から乳児健
診同様に本荘保健センター１カ所となります。詳しい日程については、市ホームページをご覧になるか対象となるお子さんに配
布している健診日程表でご確認ください。

３日(水)
４日(木)

８日(月)

11日(木)

18日(木)

23日(火)
25日(木)

全地域

全地域

矢島・由利・
東由利・鳥海・
岩城・大内

全地域

矢島・由利・
東由利・鳥海

岩城・大内

全地域

全地域

平成29年１月生まれ

平成29年９月生まれ

平成28年10月・11月・12月生まれ

平成27年10月生まれ

平成29年７月・８月生まれ

平成29年８月生まれ

平成30年６月生まれ

平成30年12月生まれ

　インストラクターの進行で行います。



佐藤

今野

佐々木　隆悦

石脇


